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東
急
建
設
は
同
社
グ
ル
ー

プ
の
企
業
理
念
の
具
現
化
を

目
指
し
、
２
０
０
０
年
か
ら

10年
毎
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
、「
Ｓ

ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ａ
（
深
化
×
進
化

＝
真
価
）
し
続
け
る
ゼ
ネ
コ

ン
‐
東
急
建
設
」
が
最
終
年

度
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
受
け
継
ぐ

30年
へ
向
け

た
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
０

「
ゼ
ロ
へ
挑
み
、
ゼ
ロ
か
ら

挑
み
、
環
境
と
感
動
を
未
来

へ
立
て
続
け
る
」
を
策
定
し

た
。

　
「
ゼ
ロ
へ
挑
み
」
は
、
カ

ー
ボ
ン
ゼ
ロ
、
廃
棄
物
ゼ
ロ

な
ど
へ
の
挑
戦
。
「
ゼ
ロ
か

ら
挑
み
」
は
、
新
領
域
へ
の

挑
戦
な
ど
を
表
し
、
「
ゼ
ロ

へ
挑
み
」
で
は
環
境
を
、「
ゼ

ロ
か
ら
挑
み
」
で
感
動
を
提

供
し
、
持
続
可
能
な
社
会
へ

の
貢
献
と
企
業
価
値
向
上
へ

の
挑
戦
を
続
け
て
い
く
想
い

を
込
め
た
。

　
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
経
営
者

か
ら
若
手
社
員
ま
で
約

50人

で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
約
５
か
月
に
わ
た
る
議
論

に
加
え
、
社
外
取
締
役
と
の

対
話
や
シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
な
ど
か
ら
得
た
知
見
を

反
映
し
、
社
会
課
題
の
解
決

を
通
じ
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
す
同
社
の
決
意

を
示
す
も
の
と
し
て
、
公
表

し
た
。

　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
０

の
詳
細
は
、
３
月
末
日
に
同

社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
等

で
公
開
す
る
。
ま
た
、
達
成

へ
向
け
た
長
期
経
営
計
画
は

５
月
に
公
表
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

　
前
田
道
路
は
、
埼
玉
県
朝

霞
市
の
朝
霞
合
材
工
場
に
、

臭
気
発
生
を
高
効
率
に
抑
制

す
る
蓄
熱
式
脱
臭
炉
＝
写
真

＝
を
導
入
し
、
２
月
中
旬
か

ら
稼
働
を
開
始
し
た
。

19年

度
に
テ
ス
ト
的
に
川
崎
合
材

工
場
に
導
入
し
た
蓄
熱
式
脱

臭
炉
に
、
新
規
骨
材
、
再
生

骨
材
の
両
プ
ラ
ン
ト
の
同
時

脱
臭
方
式
を
採
用
し
た
。
合

材
工
場
に
お
け
る
全
て
の
排

気
ガ
ス
を
脱
臭
す
る
こ
と

で
、
地
球
環
境
に
優
し
い
工

場
、
周
辺
環
境
に
優
し
い
工

場
を
目
指
し
て
い
る
。

　
朝
霞
合
材
工
場
は
、
１
９

７
３
年
か
ら
道
路
工
事
資
材

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

製
品
製
造
時
に
は
、
ス
フ
ァ

ル
ト
臭
等
の
臭
い
が
発
生
す

る
た
め
、
臭
気
対
策
を
実
施

し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
臭

い
の
弱
い
新
規
骨
材
プ
ラ
ン

ト
は
集
塵
機
を
通
し
て
粉
じ

ん
や
臭
気
成
分
を
除
去
し
排

出
し
、
特
に
、
臭
い
が
強
く

不
快
感
の
あ
る
再
生
骨
材
プ

ラ
ン
ト
は
直
接
燃
焼
式
脱
臭

炉
を
設
置
し
、
排
気
ガ
ス
を

燃
焼
さ
せ
て
臭
気
成
分
を
燃

や
し
つ
く
し
排
出
し
対
策
を

行
っ
て
い
た
。

　
直
接
燃
焼
式
脱
臭
炉
は
、

多
く
の
燃
料
を
使
い
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
多
い
。そ
の
た
め
、

同
社
は
、よ
り
効
果
的
で
効

率
的
な
装
置
と
し
て
、塗
料

工
場
や
食
品
工
場
な
ど
で
導

入
さ
れ
て
い
る
蓄
熱
式
脱
臭

炉
に
着
目
。

17年
度
か
ら
環

境
対
策
と
し
て
研

究
を
開
始
し
、

19

年
度
に
川
崎
合
材

工
場
に
テ
ス
ト
的

に
導
入
し
た
。

　
直
接
燃
焼
式
脱

臭
炉
と
異
な
り
、

燃
焼
室
内
の
ハ
ニ

カ
ム
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
蓄
熱
体
で
熱
を

蓄
え
る
こ
と
で
、

少
な
い
燃
料
で
高

温
の
状
態
を
保
て
る
た
め
、

Ｃ
Ｏ
２削
減
に
寄
与
す
る
。川

崎
合
材
工
場
で
は
直
接
燃
焼

型
脱
臭
炉
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
２排

出
量
を

70％
削
減
、
工
場
全

体
で

14％
削
減
を
実
現
し
て

い
る
。

　
蓄
熱
式
脱
臭
炉
は
、
過
去

に
も
導
入
の
動
き
は
あ
っ
た

が
、
扱
い
が
当
時
で
は
難
し

く
、
設
備
を
停
止
し
て
内
部

の
付
着
物
を
清
掃
す
る
必
要

が
あ
り
、
製
造
出
荷
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

導
入
が
進
ま
な
か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
同
社
は
、
自

動
で
清
掃
す
る
構
造
を
設
計

段
階
で
導
入
し
て
自
動
化
に

成
功
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
的

作
業
の
削
減
、
安
全
性
の
向

上
、
製
造
出
荷
へ
の
影
響
を

大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ

ン
ト
業
界
で
、
現
在
、
蓄
熱

式
脱
臭
炉
を
設
置
し
て
い
る

の
は
同
社
の
み
と
い
う
。

　
川
崎
合
材
工
場
で
の
テ
ス

ト
導
入
を
経
て
、
今
年
度
、

西
名
古
屋
合
材
工
場
、
名
古

屋
合
材
工
場
に
続
き
、今
回
、

導
入
し
た
朝
霞
合
材
工
場
で

は
、
新
規
骨
材
、
再
生
骨
材

の
両
プ
ラ
ン
ト
同
時
脱
臭
方

式
を
新
た
に
採
用
し
た
。
排

ガ
ス
処
理
能
力
は
毎
分
６
３

７
立
方
㍍
。

　
同
時
脱
臭
の
仕
組
み
は
、

こ
れ
ま
で
、
集
塵
機
の
み
で

排
出
し
て
い
た
新
規
骨
材
プ

ラ
ン
ト
の
排
気
ガ
ス
も
脱
臭

炉
に
入
れ
る
。
再
生
骨
材
プ

ラ
ン
ト
の
排
気
ガ
ス
は
従
来

通
り
臭
気
炉
に
入
れ
る
。
別

の
機
械
か
ら
出
て
く
る
排
気

ガ
ス
を
１
台
の
蓄
熱
式
脱
臭

炉
で
同
時
に
処
理
す
こ
と

は
、バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
り
、

制
御
面
で
も
難
し
か
っ
た

が
、
今
回
、
自
動
で
の
制
御

を
実
現
し
た
。

　
蓄
熱
式
脱
臭
炉
は
、

21年

度
に
は
瑞
穂
合
材
工
場
、
福

岡
合
材
工
場
に
導
入
を
計
画

し
て
い
る
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
（
Ｒ

Ｃ
Ｄ
工
法
）
や
台
形
Ｃ
Ｓ
Ｇ

ダ
ム
の
打
設
に
お
い
て
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
敷
均
し
厚

さ
、
振
動
ロ
ー
ラ
に
よ
る
締

固
め
回
数
は
、
堤
体
の
築
造

に
使
用
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｄ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
Ｃ
Ｓ
Ｇ
の
密
度
、

強
度
と
い
っ
た
品
質
に
影
響

す
る
こ
と
か
ら
、
事
前
の
試

験
施
工
に
よ
り
最
適
な
敷
均

し
厚
、
締
固
め
回
数
を
決
定

す
る
。

　
現
在
、
敷
均
し
厚
さ
や
締

固
め
回
数
、
そ
れ
ら
に
使
用

す
る
機
械
の
軌
跡
管
理
は
、

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
た
マ
シ
ン

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
に
よ
り
、

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
が
運
転
室

の
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
現
場
の
指
揮

者
が
こ
れ
ら
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
確
認
で
き
る
状
況
と
は

な
っ
て
い
な
い
。

　
同
社
は
、
建
機
の
自
動
運

転
技
術
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
を
用
い
た
振
動
ロ
ー
ラ
単

体
で
の
締
固
め
回
数
の
モ
ニ

タ
ー
表
示
は
、
既
に
現
場
検

証
な
ら
び
に
エ
リ
ア
を
限
定

し
た
現
場
運
用
を
完
了
し
て

い
る
が
、
今
回
、
複
数
台
の

ブ
ル
ド
ー
ザ
、
振
動
ロ
ー
ラ

で
の
敷
均
し
か
ら
締
固
め
ま

で
の
打
設
状
況
と
、
そ
れ
ら

を
重
ね
合
わ
せ
た
結
果
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
上
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
。

　
主
な
特
長
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
上
に
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

た
す
べ
て
の
重
機
の
稼
働
状

況
が
表
示
さ
れ
、
管
理
者
は

全
体
の
作
業
状
況
、
進
捗
が

把
握
で
き
る
。
個
別
の
重
機

を
選
択
す
る
と
、
詳
細
な
作

業
状
況
が
確
認
で
き
る
た

め
、
作
業
の
過
不
足
や
効
率

性
が
把
握
で
き
、
そ
の
場
で

是
正
指
示
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
各
重
機
に
搭
載
し
た

モ
ニ
タ
ー
か
ら
、
オ
ペ
レ
ー

タ
は
自
身
の
作
業
状
況
に
加

え
、
周
り
の
重
機
の
状
況
も

確
認
で
き
る
。

　
ま
た
、
転
圧
回
数
は
合
算

で
き
、
転
圧
回
数
が
不
足
し

て
い
る
箇
所
を
見
つ
け
た
場

合
は
、
近
く
の
別
の
振
動
ロ

ー
ラ
に
対
応
を
指
示
で
き

る
。
端
部
や
構
造
物
周
り
で

使
用
す
る
小
型
振
動
ロ
ー
ラ

に
も
対
応
し
、
振
動
ロ
ー
ラ

を
使
用
す
る
す
べ
て
の
箇
所

の
状
況
を
確
認
で
き
る
。

　
更
に
、
建
機
の
自
動
運
転

に
も
対
応
可
能
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
１
日
の
作
業
内
容

は
、
現
場
事
務
所
の
パ
ソ
コ

ン
内
に
保
存
し
、
帳
票
と
し

て
出
力
で
き
る
。

　
実
機
試
験
で
は
、シ
ス
テ
ム

を
搭
載
し
た

19㌧
級
湿
地
式

ブ
ル
ド
ー
ザ
２
台
、

11㌧
級
振

動
ロ
ー
ラ
２
台
を
同
時
に
稼

働
さ
せ
、施
工
状
況
の
確
認
を

行
っ
た
結
果
、試
験
ヤ
ー
ド
内

の
す
べ
て
の
重
機
の
稼
働
状

況
、個
別
重
機
の
詳
細
な
作
業

状
況
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認

で
き
た
。ま
た
、小
型
振
動
ロ

ー
ラ
に
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス

機
能
を
付
加
し
、狭
隘
箇
所
を

想
定
し
た
同
様
の
実
機
試
験

も
行
っ
た
。

　
今
後
、
Ｒ
Ｃ
Ｄ
工
法
に
よ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
や
台

形
Ｃ
Ｓ
Ｇ
ダ
ム
で
の
敷
均

し
、
締
固
め
の
ほ
か
、
フ
ィ

ル
ダ
ム
の
盛
立
や
大
型
造
成

工
事
な
ど
で
幅
広
く
同
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
品
質
と
生

産
性
の
向
上
を
目
指
す
。
ま

た
、
同
シ
ス
テ
ム
で
出
力
で

き
る
帳
票
は
、
ダ
ム
の
維
持

管
理
時
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な

る
こ
と
か
ら
、
長
寿
命
化
の

一
助
に
も
な
る
。

　
大
成
建
設
と
成
和
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
ワ
ー
ク
ス
（
東
京
都

港
区
、
山
上
正
敏
社
長
）は
、

既
存
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
後
施
工

耐
震
（
せ
ん
断
）
補
強
技
術

「
ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
工
法
」

で
使
用
で
き
る
鉄
筋
径
の
太

さ
や
施
工
の
範
囲
を
拡
大

し
、
昨
年

12月
に
建
設
技
術

審
査
証
明
の
内
容
変
更
を
行

っ
た
。
　

ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
工
法

は
、
せ
ん
断
耐
力
が
不
足
し

て
い
る
既
存
Ｒ
Ｃ
構
造
物
を

対
象
と
す
る
耐
震
補
強
工

法
。
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
片
側
か

ら
後
施
工
プ
レ
ー
ト
定
着
型

せ
ん
断
補
強
鉄
筋
「
ポ
ス
ト

ヘ
ッ
ド
バ
ー
」
を
挿
入
・
固

定
し
て
部
材
の
せ
ん
断
耐
力

を
向
上
さ
せ
る
＝
図
。
耐
震

補
強
の
た
め
の
部
材
厚
を
増

や
さ
ず
に
せ
ん
断
耐
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
は
「
片

端
矩
形
プ
レ
ー
ト
型
」
「
両

端
円
形
プ
レ
ー
ト
型
」
「
機

械
式
継
手
型
」
の
３
種
類
が

あ
り
、
施
工
場
所
な
ど
に
よ

っ
て
使
い
分
け
る
。

　
今
回
の
適
用
範
囲
拡
大

で
、
「
両
端
円
形
プ
レ
ー
ト

型
ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
」は
、

従
来
よ
り
太
い
Ｄ

32の
鉄
筋

ま
で
使
用
可
能
と
な
っ
た
。

太
径
鉄
筋
の
使
用
に
よ
り
施

工
本
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
。
片
端
矩
形
プ
レ
ー
ト

型
を
使
用
す
る
よ
り
も
端
部

定
着
プ
レ
ー
ト
が
小
さ
く
な

る
た
め
、
既
存
躯
体
へ
挿
入

す
る
際
の
表
層
部
削
孔
に
よ

る
損
傷
を
低
減
で
き
る
。
結

果
、
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
る
こ
と
が
可
能
。

　
ま
た
、
下
水
処
理
室
な
ど

機
械
・
設
備
等
で
作
業
空
間

が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
工
事

に
適
す
る
「
機
械
式
継
手
型

ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
」に
は
、

新
た
に
上
向
き
施
工
方
法
が

加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

作
業
空
間
が
狭
い
場
所
で
も

頂
版
や
梁
の
せ
ん
断
補
強
が

可
能
と
な
っ
た
。

　
大
成
建
設
は
、

05年
に
土

木
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
設
技

術
審
査
証
明
を
取
得
後
、
地

中
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
耐
震
補
強

工
事
を
中
心
に
同
工
法
を
適

用
し
て
き
た
。
ま
た

19年

12

月
に
は
都
市
居
住
評
価
セ
ン

タ
ー
の
構
造
評
定
を
取
得

し
、
建
築
分
野
で
も
適
用
可

能
（
同
社
施
工
に
限
る
）
と

な
っ
た
。
施
工
実
績
は
約
１

０
０
０
件
、
せ
ん
断
補
強
鉄

筋
の
施
工
本
数
で
は
１
５
３

万
本
以
上
の
実
績
を
有
す

る
。同
工
法
の
適
用
を
進
め
、

既
存
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
耐
震
性

能
の
向
上
・
長
寿
命
化
、
国

土
強
靱
化
に
貢
献
し
た
い
考

え
。

朝
霞
合
材
に
蓄
熱
式
脱
臭
炉

新
規
、再
生
同
時
方
式
を
採
用

前田道路

　
大
豊
建
設

　
（
３
月

31日
）土
木
本
部
技
師
長（
常

務
執
行
役
員
技
師
長
）
今
井
和
美

　
（
４
月
１
日
）
執
行
役
員
東
北
支
店

副
支
店
長
兼
土
木
部
長
（
東
北
支
店
土

木
部
長
）
浅
沼
和
幸
▽
執
行
役
員
Ｅ
Ｓ

Ｇ
推
進
室
長
（
九
州
支
店
土
木
部
長
）

福
田
浩
二
▽
代
表
取
締
役
執
行
役
員
副

社
長
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
兼
関
係

会
社
担
当
兼
総
務
事
項
担
当
（
代
表
取

締
役
執
行
役
員
副
社
長
管
理
本
部
長
兼

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当
兼
関
係
会
社

担
当
兼
総
務
事
項
担
当
）
中
杉
正
伸
▽

取
締
役
執
行
役
員
副
社
長
土
木
本
部
長

兼
海
外
部
門
担
当
（
取
締
役
専
務
執
行

役
員
土
木
本
部
長
兼
海
外
部
門
担

当
）
森
下
覚
恵
▽
取
締
役
専
務
執
行
役

員
東
京
建
築
支
店
長
（
取
締
役
専
務
執

行
役
員
建
築
本
部
長
）
永
田
修
一
▽
常

務
執
行
役
員
管
理
本
部
長
（
常
務
執
行

役
員
管
理
本
部
副
本
部
長
兼
経
理
部

長
）
釘
本
実
▽
常
務
執
行
役
員
建
築
本

部
長
（
常
務
執
行
役
員
東
京
建
築
支
店

長
）
中
村
百
樹
▽
常
務
執
行
役
員
企
画

室
長
（
執
行
役
員
企
画
室
長
）
瀬
知
昭

彦
▽
常
務
執
行
役
員
大
阪
支
店
長
（
執

行
役
員
大
阪
支
店
長
）
益
田
浩
史
▽
常

務
執
行
役
員
九
州
支
店
長
（
執
行
役
員

九
州
支
店
長
）
田
中
浩
一
▽
管
理
本
部

経
理
部
長
（
東
京
土
木
支
店
総
務
部

長
）
梅
原
良
典
▽
東
北
支
店
建
築
部
長

（
東
京
建
築
支
店
建
築
部
長
代
理
）
三

上
博
美
▽
東
北
支
店
総
務
部
長
（
東
北

支
店
総
務
部
長
代
理
）
久
次
正
記
▽
東

京
土
木
支
店
土
木
営
業
部
長
（
東
京
土

木
支
店
土
木
営
業
部
長
代
理
）
平
光
伸

明
▽
東
京
土
木
支
店
安
全
環
境
部
長

（
東
京
土
木
支
店
土
木
部
第
一
工
事
課

長
）
原
肇
▽
東
京
土
木
支
店
総
務
部
長

（
大
阪
支
店
総
務
部
長
）
佐
藤
明
▽
名

古
屋
支
店
土
木
部
長
（
名
古
屋
支
店
土

木
部
長
代
理
）
石
原
哲
哉
▽
大
阪
支
店

建
築
部
長
（
東
京
建
築
支
店
建
築
部
次

長
）
蓼
沼
史
彦
▽
大
阪
支
店
総
務
部
長

（
東
京
建
築
支
店
総
務
部
長
代
理
）
井

上
隆
弘
▽
九
州
支
店
長
代
理
兼
土
木
部

長
（
名
古
屋
支
店
土
木
部
長
）
矢
野
正

博　
（
６
月
下
旬
）
代
表
取
締
役
執
行
役

員
副
社
長
土
木
本
部
長
兼
海
外
部
門
担

当
兼
安
全
環
境
担
当
（
取
締
役
執
行
役

員
副
社
長
土
木
本
部
長
兼
海
外
部
門
担

当
）
森
下
覚
恵
▽
顧
問
（
代
表
取
締
役

執
行
役
員
副
社
長
安
全
環
境
担
当
）
多

田
二
三
男
▽
顧
問
（
代
表
取
締
役
執
行

役
員
副
社
長
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当

兼
関
係
会
社
担
当
兼
総
務
事
項
担

当
）
中
杉
正
伸
▽
取
締
役
常
務
執
行
役

員
管
理
本
部
長
兼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

担
当
兼
関
係
会
社
担
当
兼
総
務
事
項
担

当
（
常
務
執
行
役
員
管
理
本
部
長
）
釘

本
実
▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員
建
築
本

部
長
（
常
務
執
行
役
員
建
築
本
部
長
）

中
村
百
樹
▽
専
務
執
行
役
員
東
京
建
築

支
店
長
（
取
締
役
専
務
執
行
役
員
東
京

建
築
支
店
長
）
永
田
修
一

　
奥
村
組

　
（
４
月
１
日
）
営
業
本
部
副
本
部
長

兼
万
博
・
Ｉ
Ｒ
担
当
（
営
業
本
部
副
本

部
長
）
常
務
執
行
役
員
吉
見
和
行

　
大
林
道
路

　
（
３
月

31日
）
退
任
（
取
締
役
）
安

藤
賢
一

　
（
４
月
１
日
）代
表
取
締
役
社
長（
大

林
組
常
務
執
行
役
員
東
京
本
店
土
木
事

業
部
長
）
黒
川
修
治
▽
取
締
役
（
代
表

取
締
役
社
長
）
福
本
勝
司
▽
取
締
役
、

大
林
組
本
社
土
木
本
部
担
任
副
本
部
長

松
野
徹
▽
専
務
執
行
役
員
（
常
務
執
行

役
員
）
大
阪
支
店
長
小
原
信
也
▽
常
務

執
行
役
員
（
執
行
役
員
）
本
店
総
務
部

長
兼
人
事
部
長
小
原
毅
則
▽
同
（
同
）

本
店
営
業
部
長
安
孫
子
敬
美
▽
執
行
役

員
、
中
国
支
店
長
氏
野
正
人
▽
顧
問

（
執
行
役
員
）
黒
沼
良
彰
▽
同
（
執
行

役
員
大
阪
支
店
副
支
店
長
）
岩
尾
敬
司

▽
本
店
環
境
技
術
営
業
部
長
（
本
店
環

境
技
術
営
業
部
副
部
長
）
米
本
博
光
▽

同
合
材
事
業
部
長
、
本
店
機
械
部
長
浦

邊
寛
▽
関
東
支
店
工
事
部
長
（
北
海
道

支
店
工
事
部
長
）
阿
南
親
志
▽
北
海
道

支
店
工
事
部
長
（
四
国
支
店
工
事
部

長
）
河
原
秀
臣
▽
同
安
全
・
品
質
環
境

部
長
（
関
東
支
店
工
事
第
２
部
副
部

長
）
渡
邊
暢
磯
▽
中
部
支
店
技
術
部
長

（
中
部
支
店
安
全
・
品
質
環
境
部
副
部

長
）
佐
藤
博
文
▽
九
州
支
店
安
全
・
品

質
環
境
部
長
（
本
店
安
全
・
品
質
環
境

部
副
部
長
）
薄
井
智
▽
四
国
支
店
工
事

部
長
、
四
国
支
店
安
全
・
品
質
環
境
部

長
賀
谷
健
二

　
（
６
月
下
旬
）
特
別
顧
問（
取
締
役
）

福
本
勝
司
▽
退
任
〈
社
友
就
任
〉
（
常

勤
監
査
役
）
山
内
賴
道

　
大
豊
建
設
（

12日
）

　
個
別
の
受
注
高
は
、
７
９
５
億

円
（
前
年
同
期
比
８
・
７
％
増
）。

内
訳
は
、
土
木
４
１
２
億
７
０
０

０
万
円
（
同
９
・
８
％
増
）
、
建

築
３
８
２
億
２
９
０
０
万
円
（
同

７
・
６
％
増
）
。

　
ま
た
、
配
当
予
想
を
修
正
し

た
。
前
回
予
想
で
未
定
と
し
て
い

た

21年
３
月
期
の
期
末
配
当
予

想
を
、
１
株
当
た
り
１
１
０
円
に

修
正
し
た
。

　
東
光
電
気
工
事
は
、全
世
界

に
お
い
て
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ

ロ
と
す
る
目
標
を
支
持
し
、持

続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
す
企
業
グ
ル
ー
プ

の
「
日
本
気
候
リ
ー
ダ
ー
ズ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｊ
Ｃ
Ｌ

Ｐ
）」に
加
盟
し
た
。

　
地
球
環
境
を
取
り
巻
く

様
々
な
課
題
の
解
決
の
た

め
、社
会
の
一
員
と
し
て
積

極
的
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
を
宣
言
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
へ
の
加
盟
に
よ

り
、パ
リ
協
定
と
整
合
す
る

脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
を
後

押
し
す
る
意
思
と
行
動
を
社

会
に
示
し
、自
社
の
脱
炭
素

化
の
実
践
を
通
じ
て
、国
際

的
お
よ
び
地
域
の
持
続
可
能

な
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
。

　
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ラ
ボ
は
、
次
世
代
設
計
シ

ス
テ
ム
で
の
Ａ
Ｉ
技
術
の
活

用
を
図
る
た
め
、
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学
習
）

を
用
い
た
画
像
認
識
・
生
成

技
術
に
強
み
を
も
つ
イ
ン
キ

ュ
ビ
ッ
ト（
東
京
都
渋
谷
区
）

と
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。

　
同
社
は
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
抜

本
的
な
生
産
性
改
革
に
取
り

組
む
な
か
、
長
谷
工
版
Ｂ
Ｉ

Ｍ
を
核
と
す
る
次
世
代
設
計

シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
進
化
・

深
化
と
活
用
を
図
っ
て
い

る
。

　
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ラ
ボ
は
、
技
術
推
進
部
門
に

新
設
し
た
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
、

よ
り
高
度
な
設
計
・
建
設
手

法
の
研
究
、習
得
を
目
的
に
、

外
部
の
研
究
機
関
や
企
業
・

組
織
な
ど
と
連
携
し
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指

し
て
い
る
。

　
今
回
の
共
同
研
究
は
、
同

社
の
マ
ン
シ
ョ
ン
設
計
に
関

す
る
知
見
や
過
去
に
設
計
し

て
き
た
膨
大
な
図
面
デ
ー
タ

と
、
イ
ン
キ
ュ
ビ
ッ
ト
の
Ａ

Ｉ
技
術
、
特
に
デ
ィ
ー
プ
ラ

ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
知
見
や

技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
自
動
設
計
や
Ａ
Ｉ

設
計
の
実
現
可
能
性
を
探

り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
設
計
業
務

の
更
な
る
効
率
化
を
図
る
こ

と
を
目
指
す
。

　
り
ん
か
い
日
産
建
設
と
シ

ー
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
、
「
Ｐ
Ｄ
Ｍ（
Ｐ
ｉ
ｌ
ｅ

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｏ
ｎ

ｉ
ｔ
ｏ
ｒ
）
‐
打
撃
杭
変
位

の
自
動
読
取
り
装
置
‐
」
を

開
発
し
た
。
ハ
ン
マ
打
撃
杭

打
止
め
時
の
変
位
量
を
自
動

計
測
す
る
技
術
で
、
こ
の
ほ

ど
、
国
土
交
通
省
新
技
術
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｓ
）
に
登
録
さ
れ
た
。

　
現
行
の
杭
の
打
ち
止
め
管

理
方
法
は
、
最
終
打
設
時
に

貫
入
量
や
リ
バ
ウ
ン
ド
量
の

計
測
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
杭
打
ち
ハ
ン
マ
の
近
く

で
作
業
す
る
こ
と
は
、
激
し

い
騒
音
、
ハ
ン
マ
か
ら
の
破

片
の
落
下
、
杭
部
材
か
ら
の

剥
落
な
ど
、
人
員
に
安
全
上

の
リ
ス
ク
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｍ
は
、
杭
か
ら
５
㍍

～

15㍍
離
れ
た
箇
所
に
三
脚

据
え
付
け
、
ま
た
は
直
接
地

面
に
置
く
こ
と
が
で
き
、
光

学
上
安
全
な
赤
外
線
レ
ー
ザ

ー
を
用
い
た
非
接
触
に
よ
る

計
測
を
行
う
こ
と
か
ら
、
計

測
者
の
安
全
性
が
飛
躍
的
に

向
上
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
熟
練
作
業
員
に
頼
っ
て
い

た
計
測
が
、
誰
で
も
計
測
可

能
と
な
り
、
施
工
性
が
改
善

さ
れ
る
。
更
に
、
計
測
個
人

差
も
減
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

有
効
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ

る
。

　
赤
外
線
レ
ー
ザ
ー
で
、
杭

に
貼
り
付
け
ら
れ
た
使
い
捨

て
反
射
ス
テ
ッ
カ
ー
を
追
跡

す
る
。
計
測
時
に
ト
リ
ガ
ー

を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
貫
入
量
と
リ
バ
ウ

ン
ド
量
の
有
効
デ
ー
タ
を
抽

出
で
き
る
。
衝
撃
載
荷
試
験

シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
リ
バ

ウ
ン
ド
・
貫
入
量
と
施
工
時

の
地
盤
抵
抗
値
と
の
相
関
が

得
ら
れ
、
よ
り
高
い
精
度
の

打
ち
止
め
管
理
が
可
能
と
な

る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
す
べ

て
の
Ｐ
Ｄ
Ｍ
で
提
供
さ
れ
る

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
サ
ー
フ
ェ

ス
プ
ロ
３
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
予

め
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
Ｐ
Ｄ
Ｍ

間
は
、
無
線
に
よ
る
通
信
、

ま
た
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
に

よ
る
接
続
も
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
様
々
な
現
場
の
条
件

に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
戸
田
建
設
は
、
超
薄
型
の

床
用
制
振
装
置
＝
写
真
＝
を

開
発
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
な
ど

の
居
住
空
間
に
お
い
て
、
人

の
歩
行
や
車
両
の
通
行
に
よ

っ
て
発
生
す
る
不
快
な
振
動

を
解
消
す
る
た
め
の
装
置

で
、従
来
技
術
の
Ａ
Ｍ
Ｄ（
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
マ
ス
・
ダ
ン
パ

ー
）
に
同
社
独
自
の
工
夫
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大

幅
な
薄
型
化
（
高
さ
約
６
・

５
㌢
）
を
実
現
し
た
。
Ｏ
Ａ

フ
ロ
ア
下
な
ど
の
狭
小
空
間

へ
の
設
置
が
可
能
と
な
り
、

部
屋
の
使
用
性
を
損
な
う
こ

と
な
く
快
適
な
居
住
空
間
を

提
供
す
る
。

　
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
居
住

空
間
に
お
い
て
、
室
内
の
人

の
歩
行
な
ど
に
よ
る
不
快

な
振
動
を
抑
制
す
る
技
術

と
し
て
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

で
錘
を
電
気
的
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
）
に
制
御
し
、
不
快
な
振

動
を
打
ち
消
す
制
振
装
置
で

あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
が
用
い
ら
れ

る
。
し
か
し
、
従
来
の
Ａ
Ｍ

Ｄ
は
、
高
さ
が

70㌢
程
度
と

大
き
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
効

果
が
最
も
発
揮
さ
れ
る
床
の

中
央
に
設
置
し
よ
う
と
す
る

と
、
空
間
の
使
用
性
を
損
ね

て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ

っ
た
。

　
今
回
、
開
発
し
た
床
用
制

振
装
置
は
、
精
密
機
器
の
位

置
決
め
な
ど
に
利
用
さ
れ
る

小
型
の
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
を

Ａ
Ｍ
Ｄ
に
応
用
し
、
従
来
の

10分
の
１
以
下
と
な
る
大
幅

な
薄
型
化
（
高
さ
約
６
・
５

㌢
）
を
実
現
し
た
。

　
特
長
は
、
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
下

に
収
納
可
能
な

こ
と
か
ら
、
部

屋
の
ス
ペ
ー
ス

や
レ
イ
ア
ウ
ト

を
気
に
す
る
こ

と
な
く
設
置
で

き
、
床
ス
ラ
ブ

に
ア
ン
カ
ー
固

定
す
る
だ
け
の

簡
単
施
工
で
、

新
築
・
既
存
建

物
問
わ
ず
設
置

が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
床
の

振
動
に
応
じ
た

電
気
的
な
制
御
の
た
め
、

様
々
な
性
状
の
振
動
に
対
応

す
る
。
実
大
規
模
の
性
能
確

認
実
験
に
よ
り
、
優
れ
た
振

動
抑
制
効
果
を
確
認
し
て
い

る
。

　
今
後
、
同
社
は
、
自
社
施

工
物
件
へ
の
適
用
を
進
め
る

と
と
も
に
、
外
販
に
よ
る
積

極
的
な
展
開
を
図
り
、
顧
客

に
快
適
な
居
住
空
間
を
提
供

す
る
。
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